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バケット低温流通を核とした切花の出荷規格 
 

 

平成１６年１０月 
新花き生産流通システム研究会 

 

 

国産切花の需要拡大のためには、日持ち性の優れた切花を消費者が納得する価格

で安心して購入できるよう、供給体制を整えることが不可欠です。新花き生産流通

システム研究会（会長：相馬正一（社）日本花き卸売市場協会会長）では、バケッ

ト低温流通を核として、切花の生産・流通の合理化を進めるとともに品質を向上さ

せる新しい生産流通システムの構築と普及に取り組んでいます。 

 「バケット低温流通を核とした切花の出荷規格」は、本研究会の活動の一環とし

て、新出荷規格に関する検討会で案が取りまとめられ、幅広く花き業界関係者の意

見聴取を経て策定されたものです。 

 今後は、生産者、出荷団体、卸売・仲卸、小売等関係者のご理解とご協力を得て、 

当研究会の提案・推奨するこの出荷規格が普及・定着することにより、バケット低

温流通の合理化・効率化が促進されるとともに、花きの用途に的確に対応した生産

・流通を通じて新たな需要拡大が図られることを期待しております。 

  

 

 

 

 

＜出荷規格のポイント＞  
 

・ 階級は、草丈を明確にして流通の円滑化と利用者に分かりやすい情報 

提供を行うために、原則として10cm単位の「cm」表示とする。 

（従来のL、M、S等の表示はしない。） 

 

・ バケット低温流通された切花では、基本的に切り戻しが不要であり、 

ホームユース用の短茎需要に対応するため、品目に応じて短茎サイズ 

の区分を設定する。 

 

・ 同一バケットには、１品目・１品種・１階級・１等級を基本とする。 

なお、必要に応じ、異品種、異階級、異等級の混入を認めるが、 

異品目の混入はしない。 

 

・ 表示は、品目名、品種名、等級、階級（草丈）、入れ本数、出荷者 

（団体）名、JFコード（日本花き取引コード）の品種コード、原産地 

を明示する。（原産地は省略可。） 
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１  基本的考え方 

 

（１）目的 

 

    新花き生産流通システム研究会では、国産花きの需要拡大を図るため、消費

者の求める日持ちの良い切花の供給を図っていくことが必要不可欠との観点か

ら、そのための一手法として「バケット低温流通を核とした新しい花き生産流

通システム」の構築、普及に取り組んでいるところである。 

   また、産地においても、日持ちの良い切花の供給を図るためにバケットでの

出荷の取り組みが増えているなど、近年急速にバケット低温流通が増加してい

る。 

     研究会では、バケット低温流通の円滑な普及を図るために、平成１４年度に

切花用バケットの統一規格を、平成１５年９月に「バケット低温流通を核とし

た切花流通における品質管理マニュアル」を提案・推奨してきたところである

が、出荷規格についてもバケット低温流通に対応した規格の提案を行うことと

した。 

    バケット低温流通においては、台車等での輸送が効率的であるが、積載のた

めに高さ＝草丈が明確であることが必要でありｃｍ単位の規格が不可欠である

こと、バケット低温流通では束売りやホームユース用の短茎等の販売が期待さ

れること等から束本数、短茎用の規格の設定等が必要である。また、小売業者

等の利用者へのわかりやすい情報提供をしていくためにも草丈をｃｍ単位で表

示していく必要がある。 

    このような観点から、関係者等の意見を踏まえ、バケット低温流通に対応し

た出荷規格を提案する。 

 

（２）出荷規格案の対象 

    この出荷規格は、バケット低温流通を中心とした切花を対象とする。 

     階級区分は、当面、バケット低温流通が進みつつある主な品目のうち「バラ」、

「シュッコンカスミソウ」、「トルコギキョウ」の３品目について定めた。 

 

 

２  階級（草丈） 

 

（１）階級は「ｃｍ」とする。（従来のＬ，Ｍ，Ｓ等の表示はしない。） 

 

（２）区分は原則として１０ｃｍ単位とする。（区分は幅ではない。）  

 

（３）草丈は、原則として切花の最下端から最上端までの長さとする。 

  

① 階級は、草丈を明確にして流通の円滑化等を図るとともに、利用者に分

かりやすい情報提供が重要であるためＬ，Ｍ，Ｓ等の表示はせず、表示は

「ｃｍ」とする。 
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② 区分は、現行の流通実態を踏まえ、原則１０ｃｍ単位とする。 

また、草丈を明確にするため、区分は幅ではなく１０cm単位とする。  

 

③ バケット低温流通では、基本的に切り戻しが不要であり、また、新たに

ホームユース用の短茎需要があること等から、品目によっては短茎サイズ

の区分を設けることとする。 

 

（４）主要品目の階級 

 

バラ  ７０cm ６０cm ５０cm ４０cm ３０cm

シュッコンカスミソウ ８０cm ７０cm ６０cm ５０cm ４０cm  

トルコギキョウ ８０cm ７０cm ６０cm ５０cm ４０cm  

   

（注） 上記以外の区分を設ける場合には、実際の草丈を表示する。              

 

①  バラは、ホームユース用の短茎需要があること、既に短茎の品種が多

く流通していること等から３０ｃｍ区分を設定する。 

 

②  シュッコンカスミソウは、ミニブーケ用の添え花等の短茎需要がある

こと等から４０ｃｍ区分を設定する。 

 

③  トルコギキョウは、長茎の新品種の普及に対応して一定の流通量があ

ることから、８０ｃｍ区分を設定する。 

 

 

３  束本数及び入れ本数 

 

（１）束本数は、原則として１束１０本とする。 

   ただし、１束本数が１０本でない場合は、バケット等に１束本数を表示する。 

 

（２） 入れ本数は一律に規定することは難しく、バケット等に入れ本数を表示する。 
 
 

①  品目、品種、階級、出荷時期等によりボリュームが異なることから、バ

ケットの規格に対応した 入れ本数を一律に規定することは難しく、現段

階では規定できない。このため、バケット等に入れ本数を表示することと

する。  
 

②  なお、バラ、シュッコンカスミソウ、トルコギキョウの代表的な品種等

について、バケットの規格に応じた入れ本数を実証調査したので、参考事

例として、末尾（６頁）に示す。 
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４  同一バケット内の混入 

 

（１）同一バケットには、１品目・１品種・１階級・１等級を基本とする。 

 

（２）必要に応じ、異品種・異階級・異等級の混入を認めるが、バケットに各品種

名、階級、等級を表示することとする。（異品目の混入はしない。） 

 

 

①  流通の効率化を図るためには、１品目・１品種・１階級・１等級が望ま

しいが、流通実態や販売形態等を踏まえ、異品種、異階級、異等級の混入

は認めることとする。 

 

②  ただし、異品目の混入はしないこととする。 

 

 

５  バケットの規格 

 

    「切花用バケットの統一規格」（新花き生産流通システム研究会提案・推奨）

に準拠したバケットを使用する。 

 

   ＜統一規格バケットの寸法：バケットの外形の最大寸法＞ 

    ・ (縦) ４００ｍｍ×  （横）３００ｍｍ 

    ・    ３５０ｍｍ×        ２５０ｍｍ 

      ・      ３００ｍｍ×        ２００ｍｍ 

      ・      ２４０ｍｍ×        ２４０ｍｍ 

 

      

６  等級（品質） 

 

（１）等級（品質）区分は、品質のよいものから「秀」、「優」、「良」とする。 

 

（２）等級は、花・茎・葉のバランス、花形・花色、病虫害、損傷、切り前等を評

価して識別する。 

 

 

① 我が国では、等級は各産地の販売戦略に応じて産地ごとに区分けされて

おり、等級区分の内容（基準）を全国一律に規定することは困難な状況に

ある。 

 

② ただし、等級区分が多くなることは流通等に支障をきたすこととなるた

め、簡素化して呼称を統一することとする。 
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７  品質管理 

 

  採花から出荷までの品質管理については、「バケット低温流通を核とした切花

流通における品質管理マニュアル」（新花き生産流通システム研究会提案・推奨）

に準じて行う。 

 

 

８  表示 

 

（１）表示ついては、品目名、品種名、ＪＦコード（日本花き取引コード）の品種

コード、等級、階級（草丈）、入れ本数、 出荷者（団体）名、原産地を明示す

る。ただし、出荷者名で産地が特定できる場合は、原産地を省略することがで

きることとする。 

 

（２）また、 必要に応じて輪数を表示する。 

 

① 流通の合理化と、品種名の明確化、品種特性等の情報を入手する手段と

して有効であることから、JFコードの品種コードを表示することとする。 

 

  注： ＪＦコードの品種コードとは、日本花き取引コード普及促進協議会

が日本国内で流通している花きの品種ごとに設定している５桁の数字 

 

② 消費者等への情報提供等を図る観点から、原産地を表示することとする。 

基本的に生産された都道府県名、原産国名を明示することとするが、出

荷者名で産地が特定できる場合は、原産地を省略することができることと

する。 

 

 

 

９  推奨事項 

    

包装については、荷傷みが生じないよう、必要に応じスリーブ掛け等をおこな

うものとする。  
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「入れ本数実証調査の参考事例] 

 
 
１ バラ（品種：ローテ・ローゼ、サフィーア、マカレナ（ＳＰ） 
                                          （単位：本）     
階級                        バ ケ ッ ト 規 格（単位：ｍｍ） 

ｃｍ   400× 300   350×250   300×200   240×240 

７０   ２００  １５０（１００）   １００（５０）    ５０ 

６０   ２５０（２００）  １５０（１００）   １００（５０）   １００（５０） 

５０   ３００  ２００   １５０   １００ 

４０   ３００  ２００   １５０   １００ 

    ―     ―   ２００  

（注）① 入れ本数は、流通実態を踏まえ５０本を単位とした。 
② (  ）内は、ローテ等茎の太い品種の場合を示す。 
③ 400×300、350×250のバケットでは、その深さが３０ｃｍ以上あり、階級３０ｃｍ
ものが埋もれてしまうので、「―」とした。 
④ 実証調査は、平成１５年７月に日本ばら切花協会の協力により実施した。 

 
２ シュッコンカスミソウ（品種：雪ん子系、ブリストルフェアリー）  
                                                          （単位：本）    
階級                        バ ケ ッ ト 規 格（単位：ｍｍ） 

ｃｍ   400× 300   350×250   300×200   240×240 

８０      ５０     ４０     ―     ３０ 

７０       ６０     ５０     ―     ５０ 

６０     １００      ８０      ５０     ５０ 

５０     ２００    １５０     １００    １００ 

４０    ２００    ２００    １００    １００ 

 
（注）① ７０ｃｍ以上は、主茎切りで、それ以下は、枝切り・多茎切りでの入れ本数である。 

（主茎切りと枝切り・多茎切りでは、ボリユームが異なる。） 
② 実証調査に使用した300×200のバケットでは、７０ｃｍ以上のものが倒れる可能性
があるので、「－」とした。 
③ 実証調査は、平成１５年7月にＪＡ熊本経済連の協力により実施した。 

 
 
３ トルコギキョウ（品種：エクローサグリーン、エクローサピンクフラッシュ等） 
                                                        （単位：本）    
階級                        バ ケ ッ ト 規 格（単位：ｍｍ） 

ｃｍ   400× 300   350×250   300×200   240×240 

８０     ５０     ４０     ―     ３０（２０）

７０     ６０     ５０     ―     ４０（３０）

６０    １００     ８０     ５０     ５０ 

５０    １２０    １００     ６０     ６０ 

４０    １５０    １２０     ８０     ８０ 

（注）① （ ）内は、ボリームの大きい品種の場合を示す。 
② 実証調査に使用した300×200のバケットでは、７０ｃｍ以上のものが倒れる可能性
があるので、「－」とした。 
③ 実証調査は、平成１５年７月にＪＡ熊本経済連の協力により実施した。 
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（参考１） 
 
「バケット低温流通を核とした切花流通における品質管理マニュアル（抜粋）」 
  総括表のうち生産者（出荷者） 
                                                                             
 項 目  総  合  編 

品目、品種、季節に応じて適切な切り前で採花する 

朝夕の涼しい時間帯に採花することが望ましい 

採花 

よく切れる刃物を用いて採花する 

できるだけ早く水揚げを行う 

容器と水は清潔なものを使用する 

品目に応じて、抗菌剤、STS、糖を含む前処理剤で処理する 

前処理用の溶液は必要量を調整し、毎回替えることが望ましい

水揚げ・前処理 

品目に応じて、低温下で水揚げ・前処理を行うことが望ましい

（温帯性の品目は10℃以下、熱帯・亜熱帯性の品目は 

10～15℃が望ましい） 

作業は、直射日光の当たらない場所で、 低温下で行うことが

望ましい 

（夏季は25℃以下、それ以外の季節は20℃以下が望ましい） 

下葉や下枝を除去し、選花を行う 

水からあげている時間はできるだけ短くする 

調整・選花・結束 

選花場の衛生管理を徹底する 

バケットはきれいな状態を保ったものを使う 

抗菌剤を主成分とする品質保持剤を使用する 

出荷用バケット 

関連作業 

バケットには、小売店に届いた時点で水が切り口から離れない

程度の量の水を入れる 

出荷前の切花は低温で保管する 

（温帯性の品目は10℃以下、熱帯・亜熱帯性の品目は 

10～15℃が望ましい） 

生産者 

（出荷者） 

保管・出荷 

採花から出荷までの時間を短くする 

 

（参考２） 

新花き生産流通システム研究会では花きの生産、流通、小売等の関係者が集まり、 

低コスト大量生産システムの構築、台車・バケット統一規格、新出荷規格の策定、 

流通環境整備、履歴情報システム等の課題について、合意形成と具体的な取組の促 

進を図っています。 

その成果である下記の資料は、財団法人日本花普及センターのホームページから 

ダウンロードできます。(http://www.jfpc.or.jp) 

① 切花用バケットの統一規格 

② バケット低温流通を核とした切花流通における品質管理マニュアル 

③ バケット低温流通を核とした切花の出荷規格 
④ ホームユースサイズ多収栽培技術プロジェクト報告 
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（参考３）

1　再利用タイプのバケット低温流通実績の推移
キ　ク

バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率
（百万本） （％） （百万本） （％）B/A （百万本） （％） （百万本） （％） （百万本） （％） （百万本） （％）

平成　８年 10 0.17 0 0.00 8 1.62 0 0.00
平成　９年 10 0.18 0 0.00 8 1.73 0 0.00
平成１０年 11 0.20 0 0.00 9 1.99 0 0.00
平成１１年 15 0.26 4 0.19 9 1.88 0 0.00
平成１２年 19 0.35 4 0.18 13 2.75 0.2 0.03
平成１３年 34 0.63 5 0.25 20 4.48 1 0.21
平成１４年 56 1.04 6 0.32 35 7.93 3 0.63
平成１５年 84 1.59 13 0.66 39 9.51 5 0.98 5 3.76 5 5.78

注　１）平成１５年の出荷数量は概数値。
　　 ２）トルコギキョウ、カスミソウ、ガーベラは、Ｈ１５年調査から実施。
　　 ３）その他の切花は、ガーベラ、アルストロメリア、デルフィニウム、ストックなど。
　　 ４）調査対象卸売会社数は、１６４社。このうち、バケットの取扱い実績のある卸売会社数は、７２社（前年比136%）。
　　 ５）「バケット率」とは、全出荷量に対するバケット出荷量の割合。

＊バケット低温流通実績調査については、以下の①②の要件を満たすものを対象とした。
　　　①出荷・輸送形態については、

　　　②流通時については、

2　バケット低温流通実績

バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率 バケット出荷数量 バケット率
（百万本） （％） （百万本） （％） （百万本） （％） （百万本） （％） （百万本） （％） （百万本） （％）

平成１４年 106 1.96 7 0.36 60 13.76 3 0.68
平成１５年 189 3.55 13 0.67 72 17.37 9 1.88 13 10.54 27 33.75

注　１）「バケット低温流通実績」は、再利用タイプとワンウェイタイプの合計。この合計の調査はＨ１４から実施。
　　 ２）平成１５年の出荷数量は、概数値。
　　 ３）その他の切花は、ガーベラ、アルストロメリア、デルフィニウム、ストックなど。
　　 ４）「バケット率」とは、全出荷量に対するバケット出荷量の割合。

資料：出荷数量は農林水産省統計情報部「花き生産出荷統計」、バケット出荷数量は農林水産省生産局花き対策室及び（社）日本花き卸売市場協会調

切花のバケット低温出荷量は、近年急速に増加し、平成１５年には、切花出荷量全体の３．６％を占めている
　　（再利用タイプ（１．６％）とワンウエイタイプ（２．０％）の合計）

　　　　プラスチック等のバケットに注水しそのまま出荷・輸送するもの、又は簡易な容器に注水し縦箱に入れるなどして出荷・輸送するもの

　　　　常時低温であること、又は出荷前の予冷や輸送時の冷凍車、卸売市場の冷蔵庫により、一時的に低温で流通しているもの

年次
バラ切花合計

切花合計

資料：出荷数量は農林水産省統計情報部「花き生産出荷統計」、バケット出荷数量は農林水産省生産局花き対策室及び（社）日本花き卸売市場協会調

バケット低温流通実績

カスミソウカーネーション トルコギキョウ

年次

バ　ラ カスミソウキ　ク カーネーション トルコギキョウ
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